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園遊会に町長・議長が招待される（町長報告） 2・3P

危険な通学路の対策を（教育長報告） 4P

　　あれ、どんなっとん！（旧南部循環道路側溝蓋取付け） 5P
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第５回全国離島交流中学生野球大会（東京都八丈島）出場に向け猛練習

10年振りに復活した直中野球部
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●３月３日　第３回瀬戸内海フォーラムが開催
されました。
●３月５日　宮ノ浦７区の勝呂清さん宅を訪問
し、100歳記念の賞賜金を贈呈し、お祝いを
申し上げました。
●３月23日　はなみずきの皆様との町政ふれあ
い会議を開催しました。
●３月29日　瀬戸内国際芸術祭実行委員会総会
が開催されました。
●４月３日　爆弾低気圧の接近により、香川県
全域に暴風・波浪警報が発令され、職員によ
る警戒体制を取りました。
●４月８日　カワウによる被害削減対策とし
て、向島地区等において駆除を実施しました。
●４月10日　春の全国交通安全運動街頭キャン
ペーンを宮ノ浦池交差点で実施しました。
●４月14日　北川フラム氏が来町され「島間交
流プログラム」についての説明を受けました。
●４月17日　日中記者交流計画の一行が「日本
の文化産業の発展状況」をテーマとした視察
のため来庁されました。
●４月19日　東京都赤坂御苑において園遊会が
開催されました。
●５月１日　香川県等に合わせて10月31日まで
の予定でクールビズを開始しました。
●５月１日　幼児学園において鯉のぼり完成記
念セレモニーが開催されました。
●５月19日　島の緑を守る会による植林跡地の
下草刈り作業が大坂西斜面で実施されました。
●５月23日　香港の雑誌民報ウイークリーの記
者他が来庁し、町づくりについての取材を受
けました。

　６月定例会を14日に開催しました。
　町長・教育長の報告に対して質疑を行い、
提出された５報告・６議案を慎重に審議し、
全て原案のとおり全員賛成で可決しました。

園
遊
会
に
町
長
・
議
長
が
招
待
さ
れ
ま
し
た

宮
ノ
浦
に
ア
ー
ト
は

Q
（
井
下
）
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
の
実
施
計

画
の
概
要
説
明
を
受
け
た
と

の
こ
と
。

　

宮
ノ
浦
地
区
へ
の
ア
ー
ト

建
設
の
具
体
的
な
話
は
。

A
（
町
長
）
何
ら
か
の

施
設
を
造
る
方
向
で

検
討
中
だ
が
、
具
体
的
に
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　　　　 皇太子殿下

　「あぁ、直島 ですね」

濵田町長

男性
ガンバレ！

町長報告

（主なもの）

主
な
質
疑

出
会
い
隊
の
今
後
は

Q
（
丸
山
）
出
会
い
隊

イ
ベ
ン
ト
の
中
止

は
、
男
性
が
少
な
か
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
方
法

を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
が
。

A
（
町
長
）
町
内
の
男

女
で
す
る
の
も
一
つ

の
方
法
だ
が
、
男
性
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

日
本
一
の
島
以
外
に
は

Q
（
作
田
）
安
藤
忠
雄

氏
他
と
の
話
で
、
直

島
を
日
本
一
の
島
に
し
た
い

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
他
の

話
は
。

A
（
町
長
）
直
島
の
宣

伝
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

写
真
入
り
で
立
派
な
も
の
を

作
る
。

　

町
は
資
料
を
提
供
す
る
だ

け
だ
。

園
遊
会
で
の
お
言
葉
は

Q
（
中
野
）
園
遊
会
に

町
長
・
議
長
が
招
待

さ
れ
た
が
天
皇
陛
下
な
ど
か

ら
お
言
葉
を
い
た
だ
け
た
の

か
。

園遊会が行われた赤坂御苑
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　　　　 皇太子殿下

　「あぁ、直島 ですね」
A
（
町
長
）
皇
族
の
方

と
話
を
す
る
人
は
決

ま
っ
て
い
る
が
、
一
番
最
後

に
い
て
、
招
待
の
お
礼
を
述

べ
、
陛
下
な
ど
に
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、「
瀬
戸
内
海
の
小

さ
い
島
か
ら
」
と
皇
太
子
殿

下
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ

「
あ
ぁ
、
直
島
で
す
ね
」、

こ
れ
に
は
驚
き
、感
激
し
た
。

津
波
被
害
の
意
見
聴
取
は

Q
（
浜
口
）
津
波
被
害

想
定
の
意
見
聴
取

で
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を

言
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）
離
島
へ
の

支
援
は
遅
れ
る
の

で
、
十
分
に
支
援
を
し
て
ほ

し
い
等
を
伝
え
た
。

鯉
の
ぼ
り
の
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
を　
　
　
　
　

Q
（
井
下
）
今
後
、
鯉

の
ぼ
り
は
、
同
じ
場

所
・
同
じ
よ
う
な
も
の
と
す

る
の
か
。

　

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
し
て

は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
子
ど
も
が

作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

揚
げ
る
な
ど
、
意
見
を
聴
き

な
が
ら
行
い
た
い
。

風
戸
航
路
は
ど
う
な
る

Q
（
丸
山
）
津
国
汽
船

が
破
産
し
た
が
、
風

戸
航
路
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
（
町
長
）
四
国
汽
船

が
２
便
増
や
し
て
対

応
す
る
よ
う
だ
が
、
企
業
が

困
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
る
。

ビ
オ
ト
ー
プ
で
ホ
タ
ル
を

Q
（
井
下
）
ビ
オ
ト
ー

プ
が
完
成
し
た
が
、

ホ
タ
ル
の
夕
べ
を
ビ
オ
ト
ー

プ
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

検
討
し
た
の
か
。

A
（
町
長
）
ビ
オ
ト
ー

プ
に
行
く
道
は
暗

い
。
夜
桜
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
電
気
を
つ
け
る
方
法
も
あ

る
。
町
内
で
「
ホ
タ
ル
を
飛

ば
す
会
」
を
つ
く
る
話
も
あ

り
、
町
が
補
助
を
す
る
な
ど

検
討
し
て
い
る
。

元気よく泳いでいま～す　　　　　　　　

１社になった風戸航路ビオトープ入口付近（広木池下）

さあ、みんなであげるよ
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岡教育長

聖火リレー　　
来年もやりたい

教育長報告

危険な通学路の
対策を

●３月９日　平成24年第１回直島町議会定例会
が開催され、直島中学校２年生が見学しまし
た。
●３月20日　「人形浄瑠璃 in みとよ」が「三豊
市ふれあいパークみの」で開催され、直島女
文楽が参加しました。
●４月２日　臨時教育委員会が開催され、岡正
敏教育長が再選されました。直島町学校給食
センターの民間委託に伴い、組織・運営に関
する規則の一部を改正しました。
●４月30日　第12回直島つつじ杯バレーボール
大会が開催され、島内外から９チーム（平成
23年は５チーム）が参加しました。
●５月１日　直島中学校の部活動として、野球
部の練習が部員13人でスタートしました。
●５月26日　平成24年度幼小中合同運動会・第
19回直島町民体育祭が開催されました。今夏
のロンドンオリンピック開催にちなんで、直
島製錬所より採火した火で、聖火リレーを実
施しました。
●５月30日　直島小・中学校の通学路に関し、
打合せ会を開催し、危険箇所の実情と対策に
ついて協議しました。

（主なもの）主
な
質
疑

Q
（
作
田
）
学
力
テ
ス

ト
、
新
た
に
科
目
が

加
わ
っ
た
と
聞
い
た
が
。

A
（
教
育
長
）
理
科
が

新
し
く
加
わ
っ
た
。

Q
（
井
下
）
中
学
校
野

球
部
が
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
継
続
の
努
力
や
ス
ポ

少
と
の
連
携
も
必
要
と
思
う

が
。A

（
教
育
長
）
ス
ポ
少

と
の
連
携
も
大
切

で
、
少
し
で
も
長
く
継
続
し

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

Q
（
井
下
）
離
島
の
中

学
校
が
集
っ
て
八
丈

島
で
野
球
の
大
会
が
あ
る
が

時
期
等
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
８
月
27

日
か
ら
31
日
で
行
わ

れ
る
。21
チ
ー
ム
の
参
加
で
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
交
流
戦

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

Q
（
丸
山
）
小
学
校
の

女
文
楽
ク
ラ
ブ
13
人

の
学
年
は
。

A
（
教
育
長
）
５
・
６

年
生
が
５
人
ず
つ
、

４
年
生
が
３
人
だ
。

Q
（
中
野
）
通
学
路
の

危
険
箇
所
に
つ
い

て
、
協
議
し
た
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
５
箇
所

に
つ
い
て
現
場
を
デ

ジ
カ
メ
に
と
り
テ
レ
ビ
に
写

し
て
確
認
し
た
。
朝
礼
で
子

ど
も
た
ち
に
指
導
し
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
て
説
明
し

た
。
ま
た
実
際
に
現
場
で
先

生
方
が
指
導
し
た
。

Q
（
小
野
）
今
年
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る

こ
と
で
、
聖
火
リ
レ
ー
を
し

た
が
、
来
年
以
降
も
何
か
や

ら
な
い
の
か
。

A
（
教
育
長
）来
年
は
、

町
民
体
育
祭
が
第
20

回
と
い
う
こ
と
で
、
聖
火
リ

レ
ー
を
し
て
は
と
思
っ
て
い

る
。

Q
（
井
下
）聖
火
リ
レ
ー

の
反
省
会
を
し
た
が

内
容
は
。

A
（
教
育
長
）ラ
ン
ナ
ー

の
後
に
、
家
族
の
車

も
つ
い
て
走
り
少
し
渋
滞
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
オ
フ
ト
ー
ク

等
で
周
知
し
た
い
。

　

ま
た
、
リ
レ
ー
の
中
継
点

で
改
善
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

Q
（
井
下
）
製
錬
所
で

採
火
し
た
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
説
明
し
た
か
。

A
（
教
育
長
）
運
動
会

の
最
後
に
紹
介
し
た

が
、
学
校
内
で
先
生
方
に
説

明
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た

い
。

好評だった聖火リレー

❶生涯にわたって学び続ける意欲を養い、
基礎・基本の確実な定着を図るとともに、
自ら学び自ら考える力を育てること。
❷人間や自然を愛する心を養い、豊かな道
徳性を育てること。
❸自主・自立の精神を養い、たくましい心
身を育てること。
❹町民憲章に基づき、力をあわせて豊かな
美しいふるさとをつくる心を育てること。
❺社会連帯の意識を養い、国際的視野に立
ち国を愛する心を育てること。

基本方針

平成24年度直島町教育方針
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胃カメラ用ビデオプリンター

側溝蓋取付工事中の旧南部循環道路（揚島付近）

平
成
24
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

特
別
会
計

専
決
処
分

　

国
の
制
度
改
正
に
よ
る
児

童
手
当
へ
の
組
み
替
え
や
全

国
離
島
中
学
生
野
球
大
会
の

負
担
金
な
ど
に
よ
り
、
３
６

５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
29

億
６
、０
６
２
万
７
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

●
国
の
補
助
金

 

２
０
５
万
円
減
額

●
県
の
補
助
金

 

１
０
２
万
円
追
加

●
繰
越
金

 

４
６
８
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
全
国
離
島
野
球
大
会

 

１
５
０
万
円
追
加

●
中
学
校
特
別
支
援
員

 

98
万
円
追
加

●
文
化
財
保
護
費

 

77
万
円
追
加

診
療
所
事
業

　

胃
カ
メ
ラ
用
ビ
デ
オ
プ
リ

ン
タ
ー
の
買
い
替
え
に
よ

り
、24
万
１
千
円
を
追
加
し
、

２
億
５
、０
２
０
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

●
繰
越
金 

24
万
円
追
加

◎
歳
出

●
ビ
デ
オ
プ
リ
ン
タ
ー

 

24
万
円
追
加

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
人

員
不
足
等
に
よ
り
、
直
営
で

の
学
校
給
食
調
理
が
困
難
と

な
り
、
民
間
委
託
を
行
う
た

め
４
月
２
日
付
で
４
８
６
万

円
追
加
の
補
正
予
算
を
承
認

し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
賃
金
７
４

０
万
円
の
減
額
、委
託
料（
学

校
給
食
調
理
業
務
）
１
、２

８
５
万
円
の
追
加
な
ど
で
あ

る
。

専
決
処
分
と
は

　

必
要
な
時
期
ま
で
に

議
決
ま
た
は
決
定
を
得

る
た
め
の
議
会
を
招
集

す
る
暇
が
な
い
と
認
め

る
場
合
に
長
が
処
分

し
、後
に
議
会
に
報
告
、

承
認
を
求
め
る
も
の
。

このコーナーは、議員が以前に一般質問や委員会など
で質問した問題が、その後どうなっているかを追跡し
てお知らせします。

旧南部循環道路側溝の蓋取付けを
横防から地中美術館行の道路の側溝に溝蓋がなく危険とい
う指摘があり、取付けを依頼する。

平成23年11月22日合同常任委員会より

答　弁

県道であるため県に依頼
 （建設経済課）　　　　

その後

平成24年４月から取付工事を開始

議 ◆会 ◆の ◆動 ◆き
平成24年４月

 ３ 日　広報編集特別委員会

平成24年５月

23日・25日　総務文教・経済民生合同常任委員会
23日　活性化対策特別委員会

平成24年６月

11日　議会運営委員会・広報編集特別委員会
14日　平成24年第２回定例会
15日～29日　広報編集特別委員会
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総 務・文 教
中野 善正 委員長

　５月23・25の両日、合同常任委員会を開催
し、各課からの行政報告を受け、議論をかわし
ました。主なもののみ報告します。

〔
総
務
課
〕

全
国
交
通
安
全
運
動

○ 

４
月
10
日　

春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
宮
ノ
浦
池
交
差
点
で

実
施
。
次
回
は
役
場
前
で

行
う
予
定

Ｇ
・
Ｗ
混
雑
緩
和
策

○ 

４
月
28
日
（
土
）
〜
５
月

６
日
（
日
）、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
混
雑
対

策
実
施

① 

混
雑
状
況
に
応
じ
て
、
通

園
バ
ス
・
旧
１
号
車
・
旧

２
号
車
を
運
行
し
た
。

② 

期
間
中
、
宮
ノ
浦
港
、
農

協
前
、
つ
つ
じ
荘
で
乗
車

案
内
を
し
た
。

○
Ｇ
・
Ｗ
中
の
観
光
客
数

　

４
月
28
日
〜
５
月
６
日

 

１
９
、８
７
０
人

　

一
日
平
均 

２
、２
０
８
人

　

一
日
最
高 

４
、５
７
２
人

 

（
５
月
４
日
）

ク
ー
ル
ビ
ズ
ス
タ
ー
ト

○ 

５
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま

で
の
予
定
で
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
開
始
し
た
。

林
野
火
災
に
注
意
を

○ 

５
月
20
日　

本
村
泊
ヶ
浦

海
岸
で
林
野
火
災
が
発
生

し
た
。
高
松
北
署
に
よ
る

現
場
検
証
の
結
果
、
原
因

は
特
定
で
き
ず
不
審
火

だ
っ
た
。

○ 

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
等
火

災
予
防
の
喚
起
を
実
施
す

る
。

適
齢
の
男
女
集
っ
て

○ 

今
年
の
出
会
い
隊
第
15
弾

は
、
７
〜
８
月
頃
、
島
内

で
実
施
す
る
こ
と
で
検
討

中
。

各
地
区
で
防
災
訓
練
を

○ 

今
年
の
自
主
防
災
訓
練
は

７
月
〜
秋
口
頃
ま
で
に
各

地
区
で
２
時
間
程
度
の
予

定
で
実
施
願
い
た
い
。

児
童
生
徒
に
安
全
教
育
を

あぶない通学路（宮浦港付近）

〔
教
育
委
員
会
〕

○ 

５
月
30
日　

直
島
小
・
中

学
校
の
通
学
路
に
関
し
、

関
係
者
打
合
せ
会
を
直
島

小
学
校
会
議
室
で
開
催
し

危
険
箇
所
の
実
情
と
そ
の

対
策
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

Q
児
童
生
徒
た
ち
に
十

分
安
全
教
育
で
き
た

か
。A

ス
ク
リ
ー
ン
を
と
お

し
て
安
全
教
育
を

行
っ
た
。

　

年
続
い
て
い
る　

製
錬
の
火
を
聖
火
に

○ 

４
月
４
日　

直
島
製
錬
所

長
を
訪
問
。
５
月
26
日
の

体
育
祭
に
初
め
て
試
み
る

聖
火
リ
レ
ー
の
採
火
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
心
よ
く

承
諾
い
た
だ
い
た
。

○ 

５
月
１
日　

鯉
の
ぼ
り
完

成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
挙

行
。
園
児
77
名
が
見
守
る

な
か
22
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を

掲
揚
、元
気
よ
く
泳
い
だ
。

95

採火中の飯田所長
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経 済・民 生
作田 宏 委員長

辺
地
債
を
活
用
し
て
は

着々と進む送水管布設工事

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

平
成　

年
度
外
来
患
者

一
日
平
均　

・
７
人　

○
診
療
状
況

 

（
平
成
23
年
度
一
年
間
）

①
外
来
患
者

　

内
科 　

１
１
、９
８
４
人

　

外
科 

４
、８
６
６
人

　

小
児
科 

１
、６
１
７
人

②
時
間
外
救
急
患
者

　

内
科 

３
６
１
人

　

外
科 
１
５
７
人

　

小
児
科 
１
５
５
人

③
骨
密
度
検
査 
39
人

④ 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 
28
人

⑤ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン 

１
、２
３
６
人

○ 

備
品
と
し
て
胃
カ
メ
ラ
検

査
装
置
用
カ
ラ
ー
ビ
デ
オ

プ
リ
ン
タ
ー
を
購
入
予
定

〔
住
民
福
祉
課
〕

ケ
シ
対
策
で
除
去
作
業

○ 

４
月
４
日

　

狂
犬
病
予
防
注
射
34
頭

○ 

４
月
７
日

　

お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

○ 

５
月
９
日　

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
連
絡
協
議
会

○
ケ
シ
対
策
に
つ
い
て

　

 

薬
物
乱
用
防
止
対
策
推
進

委
員
に
よ
り
、
巡
視
お
よ

び
除
去
作
業
を
実
施

〔
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
〕

施
設
入
所
者
満
員

① 

入
所
者
数
50
人
（
う
ち
町

民
41
人
、
町
外
者
９
人
、

入
所
待
機
者
（
直
島
在
住

50
人
））

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　

４
月
延
べ
利
用
者
数
154
人

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

月
間
延
べ
利
用
者
数
405
人

④
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

利
用
者
数 

19
人

⑤ 

小
規
模
多
機
能
施
設
直
島

げ
ん
き

・
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

 

９
人

・ 
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
入

居
者 

８
人

23

75

〔
環
境
水
道
課
〕

水
洗
化
率　

・　

％

○
簡
易
水
道
事
業

① 

平
成
24
年
３
月
〜
４
月
の

受
水
量
一
日
平
均

 

４
、０
５
１
㎥

② 

簡
易
水
道
基
幹
改
良
事
業

に
係
る
風
戸
山
配
水
池
更

新
等
工
事
契
約

③ 

風
戸
山
配
水
池
更
新
等
工

事
に
係
る
重
点
施
行
監
理

等
業
務
契
約

④ 

簡
易
水
道
基
幹
改
良
事
業

に
係
る
高
区
配
水
池
築
造

等
調
査
設
計
業
務
契
約

○
下
水
道
事
業

　

接
続
戸
数 

１
、３
３
８
戸

　

水
洗
化
率 

95
・
20
％

○
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　

 

平
成
23
年
度
は
５
基
の
予

算
を
計
上
し
て
、
５
人
槽

１
基
、
７
人
槽
１
基
の
完

了
に
対
し
て
補
助
を
し
た
。

　

 

平
成
24
年
度
は
５
人
槽
３

基
、
７
人
槽
２
基
に
補
助

を
予
定
し
て
い
る
。

○
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業

① 

直
島
製
錬
所
に
委
託
し
て

「
な
お
し
ま
環
の
里
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

予
定

② 

「
う
ぃ・ら
ぶ・な
お
し
ま
」

が
４
月
28
日
（
土
）
〜
５

月
６
日
（
日
）
に
エ
コ
Ｔ

シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
を
海
の

駅
で
実
施
し
た
。

　

作
品
出
品
者 

84
人

　

 

最
優
秀
作
品
賞
を
決
め

る
、投
票
者
数

 

１
、５
５
９
人

Q
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
計
画

（
雨
水
）
等
設
計
業
務
は
過

疎
債
を
利
用
す
る
が
補
助
率

が
低
い
の
で
は
。

A
ソ
フ
ト
事
業
に
は
辺

地
債
は
使
え
な
い
の

で
過
疎
債
に
し
た
。

〔
建
設
経
済
課
〕

瀬
戸
芸
直
島
実
行

委
員
会
を
設
立　

○ 

３
月
10
日　

つ
り
公
園
に

お
い
て
新
春
メ
バ
ル
釣
り

大
会
の
表
彰
式
を
実
施

○ 

３
月
28
日
さ
ぬ
き
海
の
幸

販
売
促
進
委
員
会
に
よ
る

県
海
苔
品
評
会
表
彰
式
を

実
施

○ 

４
月
８
日
・
５
月
12
日
の

２
日
間
カ
ワ
ウ
の
被
害
削

減
対
策
と
し
て
向
島
地
区

他
で
駆
除
を
行
っ
た
。

　

駆
除
総
数
は
72
羽

○ 

４
月
27
日　

つ
り
公
園
で

タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
５
千
匹

を
放
流
、
キ
ジ
ハ
タ
３
千

匹
は
９
月
頃
放
流
予
定

○ 

５
月
２
日　

釣
堀
の
鯛
を

利
用
し
て
９
月
末
ま
で
の

土
・
日
・
祝
日
、「
鯛
の

お
刺
身
定
食
」
の
販
売
を

開
始
し
た
。

○ 

５
月
17
日　

瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
直
島
町
実
行
委
員

会
設
立
会
議
お
よ
び
第
１

回
の
実
行
委
員
会
を
開
催

し
、
町
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
・
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
３
の
実
施
計

画
や
概
要
等
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
た
。

○ 

５
月
21
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

直
島
町
観
光
協
会
お
よ
び

商
工
会
の
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
事
業
報
告
や
収
支

予
算
等
を
承
認
し
た
。

95

20
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井下 良雄 委員長

活性化対策特別委員会
　

５
月
23
日
、
香
川
県
か
ら

環
境
森
林
部
工く

代だ
い

部
長
は
じ

め
９
人
の
出
席
の
下
、
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
濵
田
町
長
か
ら

「
県
は
大
津
市
で
の
水
洗
浄

処
理
問
題
で
は
大
変
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
が
、
直
島
へ
の

情
報
が
少
し
遅
い
。
今
ま
で

の
関
係
が
後
退
し
な
い
よ

う
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
工
代
部
長
か
ら
「
昨

年
、
23
万
７
千
ｔ
の
処
理
量

ア
ッ
プ
が
確
認
さ
れ
、
３
年

６
か
月
処
理
が
延
び
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
。

　

問
題
の
土
壌
の
水
洗
浄
処

理
は
、
地
元
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
ず
方
針
変
更
と
な
っ

た
が
、最
後
ま
で
安
全
第
一
・

環
境
保
全
第
一
に
全
力
で
取

り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
の
後

議
題
に
入
り
ま
し
た
。

　

直
下
汚
染
土
壌
の
水
洗
浄

処
理
業
務
の
方
針
変
更
に
つ

い
て
の
変
更
に
至
っ
た
経
緯

の
説
明
後
、

①
同
じ
水
洗
浄
処
理
で
再
度

入
札
す
る
。

②
水
洗
浄
処
理
以
外
の
方
法

を
考
え
る
。

③
豊
島
処
分
地
で
水
洗
浄
処

理
施
設
を
設
置
し
処
理
す

る
。

以
上
３
点
の
今
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
、
早
期
に
協
議
し

夏
頃
ま
で
に
は
方
針
を
決
め

た
い
と
、
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

〔
主
な
質
疑
応
答
〕

Q
　

豊
島
産
廃
処
理
当

初
、
県
と
町
は
ツ
ー

カ
ー
の
関
係
だ
っ
た
が
、
最

近
は
情
報
不
足
だ
。
今
後
は

早
く
出
す
べ
き
で
は
。

A
　

胆
に
銘
じ
、
今
後

は
情
報
の
伝
達
と
共

有
を
図
り
た
い
。

Q
　

２
点
目
の
そ
の
他

の
方
法
と
は
何
か
。

A
　

セ
メ
ン
ト
原
料
化

だ
。

Q
　

汚
染
土
壌
は
有
害

物
を
含
有
し
て
い

る
。
前
処
理
が
必
要
で
は
な

い
か
。

A
　

１
３
５
０
〜
１
４

０
０
度
で
処
理
す
る

の
で
、
無
害
に
な
る
た
め
必

要
な
い
。

Q
　

直
島
製
錬
所
の
銅

熔
錬
で
処
理
で
き
な

い
か
。

A
　

交
渉
は
し
て
い
る

が
、
豊
島
土
壌
は
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
含
有
量
が
高

く
、
貴
金
属
の
回
収
率
に
悪

影
響
が
出
る
と
言
わ
れ
た
。

Q
　

セ
メ
ン
ト
原
料
化

と
な
る
と
、
三
菱
グ

ル
ー
プ
に
工
場
が
あ
る
が
、

協
議
の
中
に
入
っ
て
い
る
か
。

A
　

入
っ
て
い
る
。

等
、
多
く
の
質
疑
・
意
見
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
町
長
は
じ
め

議
員
数
人
か
ら
発
言
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
県
と
町
、
双
方

が
最
初
の
気
持
ち
に
戻
り

„
報
・
連
・
相
“
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
。」

　

ま
た
、「
問
題
の
水
洗
浄

処
理
方
法
の
検
討
は
、
早
期

に
解
決
を
図
り
、
期
間
内
に

処
理
が
終
了
す
る
よ
う
願
い

た
い
」
と
の
意
見
を
付
し
て

委
員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

あいさつする工代部長

報
・
連
・
相
を

 

し
っ
か
り
と
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9

浜崎奈津子 さん

U
・
Ⅰ
タ
ー
ン
者
に
聞
く

第1
2回

　「出会い隊」

　 一度参加します
　

今
回
は
マ
テ
リ
ア
ル
・
エ
コ
・

リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
に
入
社
、
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
「
平
成
寮
」
に

勤
務
さ
れ
て
い
る「
な
っ
ち
ゃ
ん
」

こ
と
、
浜
崎
奈
津
子
さ
ん
に
ご
登

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ　

お
生
ま
れ
は
ど
ち
ら
で
す

か
。
直
島
に
は
い
つ
頃
来
ら
れ
ま

し
た
か
。

Ａ　
高
松
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
１

昨
年
の
10
月
に
直
島
に
や
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

Ｑ　
Ⅰ
タ
ー
ン
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
。

Ａ　

当
時
、
大
阪
に
い
ま
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
島
の

求
人
情
報
を
見
て
、
直
島
で
暮
ら

す
こ
と
に
直
観
的
に
惹
か
れ
、
思

い
切
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

Ｑ　
初
上
陸
し
た
印
象
と
、
生
活

さ
れ
て
の
感
想
は
。

Ａ　

一
番
最
初
は
小
学
生
の
時

で
、
琴
反
地
に
海
水
浴
に
来
て
海

が
き
れ
い
で
感
激
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

居
住
で
改
め
て
来
島
し
た
時

は
、
豊
か
な
自
然
と
情
緒
あ
る
町

並
み
が
そ
う
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た

の
か
、
時
間
が
穏
や
か
に
流
れ
る

町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

実
際
に
生
活
を
し
て
、
明
朗
で

誰
に
で
も
優
し
い
人
柄
の
直
島
人

の
魅
力
に
、
ど
ん
ど
ん
ハ
マ
ッ
て

い
ま
す
。

Ｑ　
お
仕
事
た
い

へ
ん
と
思
い
ま
す

が
、
困
っ
た
事
や

悩
み
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

Ａ　
管
理
人
ご
夫

婦
も
従
業
員
の

方
々
も
優
し
い

し
、
楽
し
く
働
か

せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
の
で
悩
み
は

な
い
で
す
。

　

た
だ
、
賄
い
が
美
味
し
く
て
つ

い
食
べ
過
ぎ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

（
笑
）

Ｑ　
趣
味
は
何
で
す
か
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　
趣
味
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
で
、
高
松
の
ス
タ
ジ
オ
に
レ
ッ

ス
ン
に
通
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
は
家
族
や
友
人
と
会
食
を

楽
し
ん
だ
り
、
家
で
読
書
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
町
で
は
「
直
島
出
会
い
隊
」

と
い
う
男
女
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ａ　
楽
し
そ
う
な
名
前
で
す
ね
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
な
？
っ

て
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で
す

ね
。
一
度
参
加
し
て
み
ま
す
。

Ｑ　
現
在
お
住
ま
い
は
。
町
と
議

会
で
は
、
人
口
減
少
歯
止
め
策
で

見事な包丁さばき

町
営
等
公
営
住
宅
の
建
設
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
建
設
す
れ
ば
入
居

を
希
望
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ　
今
、本
村
に
住
ん
で
い
ま
す
。

家
賃
や
立
地
条
件
等
が
よ
け
れ
ば

入
居
を
検
討
し
ま
す
ね
。

Ｑ　
他
に
何
か
、
定
住
す
る
こ
と

で
要
望
等
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ　
こ
れ
か
ら
も
直
島
が
益
々
活

気
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

私
も
町
の
行
事
等
に
積
極
的
に
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
「
な
っ
ち
ゃ
ん
」
お
忙
し
い
と

こ
ろ
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
お
仕
事
に
遊
び
に
島
生
活
を
満

喫
さ
れ
て
、„
ス
テ
キ
“な
人
生
を
。



キャプテンの
石井 太尊君

中学校野球部

オリーブガイナーズの選手からコーチを受けました　
他
の
離
島
の
学
校
に

　
　
　
　
　
勝
ち
た
い
！
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園遊会に町長・議長が招待される（町長報告） 2・3P

危険な通学路の対策を（教育長報告） 4P

　　あれ、どんなっとん！（旧南部循環道路側溝蓋取付け） 5P

U・Ⅰターン者に聞く 9P

がんばっりょるで 10P

園遊会に町長・議長が招待される（町長報告） 2・3P

危険な通学路の対策を（教育長報告） 4P

　　あれ、どんなっとん！（旧南部循環道路側溝蓋取付け） 5P

U・Ⅰターン者に聞く 9P

がんばっりょるで 10P

第５回全国離島交流中学生野球大会（東京都八丈島）出場に向け猛練習

10年振りに復活した直中野球部

　

石
原
都
知
事
が
尖
閣
諸
島
の
保
全
問

題
で
国
会
に
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
。

　

中
国
が
尖
閣
諸
島
を
中
国
の
領
土
だ

と
主
張
し
、
日
本
の
実
効
支
配
を
破
壊

す
る
と
ま
で
宣
言
し
て
い
る
件
で
、「
強

盗
に
入
る
ぞ
と
言
わ
れ
て
戸
締
り
を
し

な
い
国
が
ど
こ
に
あ
る
か
。
こ
ん
な
こ

と
に
な
っ
た
の
は
あ
な
た
方
の
責
任
、

政
府
や
国
会
の
責
任
だ
。
尖
閣
諸
島
の

購
入
は
本
来
、
国
が
や
る
べ
き
だ
が
、
や

ろ
う
と
し
な
い
か
ら
都
が
や
ら
ざ
る
を

得
な
い
」
と
政
府
や
国
会
議
員
の
弱
腰
の

姿
勢
に
噛
み
つ
い
た
。

　

消
費
増
税
ば
か
り
の
最
近
の
ニ
ュ
ー

ス
の
中
で
、
久
し
ぶ
り
に
爽
快
感
を
覚

え
た
。

　

尖
閣
諸
島
を
購
入
す
る
た
め
の
都
へ

の
寄
付
金
は
11
億
円
を
超
え
、
ま
だ
増

え
て
い
る
と
い
う
。
多
く
の
日
本
人
が

石
原
都
知
事
の
こ
の
怒
り
の
こ
と
ば
に

共
鳴
し
て
い
る
の
だ
。 

（
浜
口
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
　
　
長
　　

蓬　
　

清
二

　
　
　
委
員
長
　　

丸
山　

義
朗

　
　
　
副
委
員
長
　　

作
田　
　

宏

　
　
　
委
　
　
員
　　

議
員
全
員

編
集
後
記

　

直
島
町
議
会
広
報
委
員
会
で
は

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
用
の
写
真
「
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
た
ち
を

題
材
と
し
た
写
真
」
を
広
く
町
民

か
ら
募
集
し
ま
す
。
採
用
分
に
は
、

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
（
☎

８
９
２
―
２
２
９
７
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

表紙用の写真募集
（議会だより用）

どんどん
応募してください！

古紙配合率100%再生紙を使用しています

　
「
フ
ァ
イ
ト
！
」
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
久
し
ぶ
り
に
元
気
な
声
が
も
ど
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
10
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

中
学
校
野
球
部
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

Q　

野
球
部
員
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

授
業
を
終
え
て
の
部
活
動
が
ん
ば
っ
て
ま

す
ね
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
石
井
太
尊
君
に
話

し
を
伺
い
ま
す
。

　

部
員
は
何
人
で
す
か
。

A　

三
年
生
３
人
、
二
年
生
３
人
、
一
年

生
７
人
の
13
人
で
す
。

Q　

練
習
の
日
時
は
。

A　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
で
、
平
日

は
放
課
後
の
４
時
か
ら
６
時
半
ま
で
。

　

土
曜
日
は
９
時
か
ら
昼
ま
で
で
す
。

Q　

10
年
ぶ
り
の
野
球
部
復
活
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

A　

チ
ー
ム
み
ん
な
と
協
力
し
て
総
体
で

１
勝
し
た
い
。

Q　

練
習
や
試
合
で
の
苦
労
話
や
思
い
出

に
残
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

A　

一
年
生
が
多
く
、
ま
だ
あ
ま
り
パ

ワ
ー
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
弱
点
で
こ
ま
っ
て
い
ま
す
。

Q　

８
月
に
八
丈
島
で
開
催
さ
れ
る
「
全

国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」
に
出
場

が
決
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

意
気
込
み
は
。

A　

他
の
離
島
の
学
校
の
人
に
負
け
た
く

な
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
練
習
し
て
良
い
思

い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

Q　

最
後
に
山
本
監
督
か
ら
選
手
た
ち
に

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
下
さ
い
。

A　
（
山
本
監
督
）

　

今
ま
で
、
経
験
・
練
習
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
、
試
合
に
勝
つ
喜
び
、
仲
間
へ

の
思
い
や
り
、
ま
た
、
野
球
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
が

ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

　

練
習
中
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
き
び
し
い
練
習
が
続
く
と
思
い
ま

す
が
、
直
島
魂
で
試
合
に
練
習
に
挑
ん
で

下
さ
い
。

　

み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

「
ガ
ン
バ
レ
！　

直
中
野
球
部
！
」


